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ぼくは十三湖のシジミ貝が大好物です。シジミ貝は食べる前に 

数時間「砂」をはかせなくてはならず、手間がかかります。鉄製 

品を入れるとよく「砂」をはくといわれますが、それよりもっと 

効率よく短時間にすっきりと「砂」をはかせる方法はないかと考 

えました。生き物としての貝の性質を研究すると、その方法が見 

つかるかもしれないとおもいます。 

① 僕は前多先生は、いったいどんな先生なのだろうと期待と緊張の入り混じった気持ちでいっぱ

いでした。そして実際に会ってみると、あまりにも若くてびっくりしましたが、とても親切に僕

を案内して下さったので緊張も少しほぐれました。そして実験の説明を受けたとき、こんな実験

をやるのかと、ワクワクした気持ちでいっぱいでした。実験に先立ち、シジミの生態や旨みの正

体はアミノ酸という物質であることなどの説明をしていただきました。

食塩水の濃さ以外にやってみたいことはないかときかれたので、砂糖

を入れてみることを提案してみました。実験の準備で水を入れるとき、

僕はとても大きなメスシリンダーを見て驚きました。さらにとても高

価なものなので、落としたら大変だと思い慎重に使いました。持って

みると意外と軽いものでした。 
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深海の水圧を利用した発電は可能か？ 
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６ インフォメーション 

≪平成 22 年度「科学者発見プロジェクト」事業予定≫ 

平成 21 年度に弘前大学創立 60 周年を迎え、記念事業として実施いたしました。 

今後も子どもたちの「疑問・興味・関心事・探究心」に目を向け、無限の可能性を伸ばしていく

事業として実施する予定です。 

平成 22 年 4 月 弘大 60 周年記念第３回研究テーマ募集事業 

  「科学者発見プロジェクト」募集要項発表 

平成 22 年 5 月 応募受付 

平成 22 年 6 月 科学者発見プロジェクトテーマ賞選考 

平成 22 年 7 月 受賞テーマ発表 

平成 22 年７月下旬以降 表彰式 

〃 平成 21 年度｢科学者発見プロジェクト共同研究｣体験結果発表会の開催 

≪平成２１年度 共同体験結果発表会≫ 

第２回科学者発見プロジェクト事業の共同研究体験の集大成として，「共同研究体験結果発表会」

の開催を平成２２年７月下旬から８月上旬に予定しています。みなさんの参加をお待ちしております。 

≪平成２１年度 審査員紹介≫ 

研究・産学連携事業実施専門委員会 

研究・産学連携担当 理事  加藤 陽治 

理工学研究科  教授  吉澤  篤 

農学生命科学部 教授  佐野 輝男 

学術情報部  研究推進課長 大山 弘正 

 

「科学者発見プロジェクト」

「科学者発見プロジェクト」
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